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モノづくりとくらしを近づける

くりらぼ多摩川
「食」を通じた交流拠点

工和食堂

新田丸エリアの将来像イメージ

　モノづくりが日常の経験・景色の一
部になるような、クリエイティブ拠点
を提案する。併設したアトリエ付住居
に住むクリエイターの活動が垣間見え
るカフェや広場、ふらっと立ち寄って
モノづくり体験に参加できる場などを
通して、地域住民にとってモノづくり
がより身近に感じられるようになる。

　工和会協同組合の拠点である工和会
館をケーススタディとして食堂を提案
する。お昼は食堂・夜は BRA として
工場の職人・地域の住民が集まる拠
点。工和会事務局としても使われる他、
ミーティングスペースや町工場の情報
展示、製品の展示・販売スペースがお
かれ、誰もが訪れられるオープンな場
に変わる。

 3-2　

提案の背景

体験する

知る・買う

働く

学ぶ・つくる・売る

モノづくりを身近に感じる
町工場を体感する
モノづくりワークショップに参加する

仲間を探す

町工場に就職する
モノづくり事業を始める
近くに住みながら働く
経営の相談をする

支援したい

町工場やクリエイターのことを知る
製品の製造過程を知る
職人の技術を知る
製品を買う

作り方を専門的に学ぶ
モノづくりを本格的に体験する
製品をつくる
製品を売る( b to c)

仲間・提携先を探す
アイデアを形にする

モノづくりを教える
モノづくりのサポートをする

くりらぼ多摩川

Fablab

町工場

クリエイター活動拠点

大田区観光情報センター

工場リノベーション施設

モノづくり長屋

工和食堂

モノづくり活動 モノづくり拠点

　町工場の仲間回しネットワークを強
化しつつ、地域住民や外部のクリエイ
ターを巻き込むことにより、職人によ
る「ものづくり」のまち新田丸から、
より多くの人が幅広いモノづくりに関

わる「モノづくり」のまち新田丸へと
進化をすることが必要であると考え
た。様々な主体間のネットワークを「つ
なげ」、モノづくりの裾野や種類を「ひ
ろげる」という２つの言葉をキーワー

ドにして提案する。その実現には拠点
の整備が効果的であると考え、これを
提案の中心とした。

　現在ある工場ネットワークを維持し
強化すると共に、町工場とクリエイ
ター・デザイナーとのコラボや住民の
モノづくりへの参加など、これまでに
なかった出会いのきっかけを作ること
で、新田丸の新たなネットワークをつ
くる。

「つながる」

　これまでの町工場職人という限られ
た人のみによる「ものづくり」から、
様々な分野の技術・アイデアを取り込
むことで、裾野が広くクリエイティブ
な「モノづくり」へ。住民やクリエイ
ターも巻き込み、新田丸は、「モノづ
くり」と暮らしが調和するまちへ姿を
変えていく。

「ひろがる」

新田丸でのモノづくり活動とその拠点

モノづくりのまちにおける「つながる」「ひろがる」とは「つながる」「ひろがる」モノづくりのまち新田丸
ー学生による「おおたクリエイティブ・ファブタウン化」計画ー

　本提案は、横浜国立大学地域課題実
習（＊）の 1 つである、おおたクリ
エイティブタウン研究プロジェクトの
メンバーによるものである。本プロ
ジェクトでは新田丸エリア（東急多摩
川線武蔵新田駅・下丸子駅周辺エリア）
をフィールドに、町工場と連携したま
ちづくり活動を展開してきた。活動が
5 年目を迎えるにあたり、プロジェク
トでの活動から得たことや、大学で学
んだことを活かし、新田丸エリアのあ
るべき将来像について提案を行った。
　新田丸エリアには、戦前期から高い
技術を持つ町工場が集積している。し
かし、近年では後継者不足や住宅需要
の高さが重なり、工場の数は緩やかに
減少し続けている。一方、住民にとっ
て身近な場所でものづくりが行われて

いる環境は地域固有の資源と捉えるこ
ともでき、魅力的なまちとなるための
ヒントが隠されているはずである。中
でも、町工場には古くから「仲間回し」
と呼ばれるものづくりのネットワーク
が存在し、これを活用したいと考えた。

（＊）横浜国立大学地域課題実習
横浜国立大学が実施している副専攻プ
ログラムの授業であり、実際に地域に
出て、様々な方と連携しながら地域課
題を解決していく実践的活動の実習。
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　地図上に登場する「Fablab」とは
モノづくりをする専門的な機械が用意
され、一般の人が利用できる場のこと
である。本提案では、金属加工、木工、
樹脂加工、印刷、布加工、3D モデリ
ングのそれぞれに特化した Fablab を
エリア内に分散配置することを提案す
る。各 Fablab はそれぞれの加工を専
門とする工場の近くに配置されてお
り、技術指導などを受けることができ
る仕組みとなっている。
　ここで代表例として扱った４人につ
いて詳しく説明する。地域の工場で

働いていた経歴があり、工和会とも
関係を持つ「元・金属加工職人」は、

「Fablab_metal」で金属加工機械の操
縦などに関するアドバイザーや工和会
の技術講習会の講師など、熟練した技
術を人に伝える役割を果たす。「裁縫
好き主婦」は、子どもが学校に通い始
めたことでできた空き時間を活用し
て、友人とレンタルスペースで活動し
たり、「Fablab_nuno」で本格的な加
工を行うなど、趣味に没頭する。製作
活動の場として外部から大田区へやっ
てきた「アクセサリー作家」は「もの

づくり長屋」に居住し、その環境を生
かして自宅下のアトリエで仕事をした
り、隣に住む職人と互いの得意分野で
協力するなどして活動を行う。現役の
職人である「若手町工場職人」は、モ
ノづくりに興味を持つ人に町工場への
就職に関する支援を行うとともに、自
身の将来を見据え、「工和食堂」でさ
まざまな人と関わり合いながら、起業
について学んでいく。

モノまち住民の 1 日

モノまち住民の１日

モノまち住民の１日

「モノづくりのまち新田丸」での生活
　本提案により実現したい新田丸エリ
アの将来像を、具体的な４人のプレイ
ヤー（元金属加工職人、裁縫好き主婦、
アクセサリー作家、若手町工場職人）

に代表させて示す。新田丸エリアのあ
るべき姿として提案するまちに住む人
のことを「モノまち住民」と呼ぶこと
にし、彼らの１日の動線や活動内容を

地図上に示すことで、エリア内の各拠
点でどのようなことが起きているかと
いうことを視覚的に理解できるように
している。
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　主に空き工場や工場の 2 階の物件
を紹介する。コンバージョン案も提案
し空き工場の活用へ繋げる。

　近隣住民の憩いの場を提供する。気
軽にくりらぼ多摩川を利用してもらう
きっかけとなる。

　手ぶらで簡単なモノづくりを体験で
きるワークショップを開催する。

　もっと本格的で自発的なモノづくり
を始めたい人のための窓口。FabLab
へ案内、モノづくり長屋の紹介をする。

　カフェの客、作業するモノづくり長
屋の住民、遊ぶ近所の子供が共存する。

　クリエイターの制作場所と住まいが
隣接する『モノづくり × くらし』を
具現化する。
　

　作業スペース部分が開かれること
で、道ゆく人も実際にものが作られる
現場を見ることができる。
　専門が異なるクリエイター同士の関
わりから新しいものが生まれること、
モノづくりで食べていくことへのハー
ドルが低くなることを期待する。
　事業が安定してきたら、自分のアト
リエを持つよう、空き工場などに誘致
する。工業だけではない、広義的なモ
ノづくりが生まれていく地域になるこ
とに繋がる。

くりらぼ多摩川 - モノづくりと暮らしを近づける -

くりらぼ多摩川　外観パース

　町工場と住民の間に音や臭いをめぐ
る軋轢があることを考えると、「モノ
づくりのまち大田」を実現するために
は近隣住民の理解が必要不可欠であ
り、モノづくりを身近に感じ、参加し
てもらうことが重要である。
　工場は常にシャッターを閉じて操業
しており、職人が働く姿も高い技術も
道ゆく人はみることができない現状が

ある。そこで、「モノづくりをまちに
開く」をテーマとして、近隣住民にとっ
てくりらぼ多摩川での活動が日々の生
活の一部になるような建て替え計画を
提案する。建築は、事務所や水回り、
倉庫などをコアとして壁で囲み、その
間を土間やデッキでつなぐことで、広
場を囲むように建てる。可動式のガラ
ス扉で囲った、土間やデッキ部分は半

屋外的に使われ、通りがけにモノづく
りをする人々の様子が見られるように
する。
　カフェや広場を併設することで誰で
も日常的にくりらぼを利用することが
できる。また、モノづくり体験や窓口
といったコンテンツにより、簡単なも
のから本格的なものまで段階的にモノ
づくりに関わることができる。

モノづくりをまちに開く　　

模型写真 (1)
商店街側から広場方向を見る

模型写真 (2)
広場とモノづくり長屋部分 配置図 (S=1:1000)

　くりらぼ多摩川における提案を、提
案全体のテーマである「つながる」「ひ
ろがる」を軸に説明する。

　モノづくりに参加する、専門が異な
るクリエイターが出会う、モノづくり
で生活をする、空き物件を活用する、
きっかけを提供する。

　くりらぼ多摩川で繋がったものか
ら、より本格的にモノづくりをする、
新しい製品が生まれる、職人やクリエ
イターが増える、町工場やアトリエが
増える、というようにひろがり、「モ
ノづくりのまち大田」の実現に結び付
く。

「つながる」「ひろがる」

共有
リビング

共有
水回り

居住
スペース

居住
スペース

作業
スペース

作業
スペース

モノづくり長家部分断面ダイアグラム

段階的なモノづくりへの参加を促す

「つながる」

「ひろがる」

①不動産情報

② cafe

③モノづくり体験

④モノづくり窓口

⑤広場

⑥モノづくり長屋

３方向からものづくり
の様子が見える

モノづくり体験

モノづくり長屋
広場
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工和食堂−食を通じた交流拠点の提案−
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 02-02　大田将来像提案

図１　工和食堂断面パース

工和食堂-食を通じた交流拠点の提案-

09 10

①ミーティングスペース

③相談テーブル

⑦打ち合わせテーブル

⑥大きなカウンターキッチン

⑧B to C 製品展示・販売

⑤プロジェクターを利用した講演会

２階食事席

②工和会事務局

④町工場の情報展示

「食」を通じた交流拠点の提案
　　新田丸エリア（武蔵新田駅・下丸子
駅周辺）の工場が多く所属し、工場協働の
鍵を握る工和会協同組合の拠点、工和会
館。今回、この場所を１つのケーススタデ
ィとして、モノづくりのまちの新しいあり
方を「つながる」「ひろがる」を軸に提案す
る。　かつては、部材の加工に仲間回しが
必要であったために工場の協働が必須
であったが、仲間回しが行われることが

少なくなった現在、そしてこれから、工場
の協働は必要なのだろうか。現在、町工
場にとって大きな、後継者不足問題や、個
々の工場が情報を発信することが難しい
という問題を改善し、大田区の町工場全
体としてのブランド力を向上させていく
ために、工場協働は必須である。また、未
だに工場の環境汚染への不安をもつ人
がいるため、地域からの理解を得るため

の窓口としても、必須である。
　そこで、工場活性化の戦略本部、さらに
、これまで少なかった他工場の職人どうし
や、職人と地域住民、クリエイターがゆる
やかにつながるしかけとして、人間誰しも
１日３回経験する「食」に注目する。昼は
食堂、夜はBARとして、工和会員が主役で
ありながらも、外部に対して広く開かれた
交流拠点である。

「つながる」「ひろがる」
　工和食堂における提案を「つながる」「
ひろがる」を軸に説明する。

ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ
あああああああああああああああああ

ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ

「つながる」
　あああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああ

「ひろがる」
　あああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ

１階食事席
縁側テラス席

工和食堂のコンテンツ

図２　模型写真①（２階の～）

図３　模型写真②（２階の～）

図３　模型写真③（２階の～）

図３　模型写真④（２階の～）

①ミーティングスペース
　食堂の食事スペースのすぐ隣にある、
工和会やまちづくり組織などのミーティ
ングを行う場所。ふらっと食事に訪れた
人がミーティングをしている様子を眺め、
「こんなことを話し合っているんだ」とな
んとなくわかったり、新田丸エリアのまち
づくりに少し興味をもつ。

②工和会事務局
　新田丸エリアの工場の情報を一元的に
管理。「こんな加工をしてもらいたいけど
どこの工場に頼めばいい？」という相談を
引き受ける。また、工場活性化の戦略本
部として工場が持つ高い技術の発信をす
ることで、「ものづくりで困ったときはとり
あえず大田に行けばなんとかしてくれる」
というような新田丸エリアの工場全体と
してのブランド力を向上させる。また、技
術継承のため、引退した職人を技術指導
者として派遣するということも行っており
、ここがその紹介窓口を兼ねる。

③相談テーブル
　町工場で働く人向けのお悩み相談・工
場への就職相談などを食堂の片隅で気
軽に相談することができる。お悩み相談
では、町工場の横のつながりを生かして、
就職した工場での仕事が自分と合ってい
ないなと感じたときには他の工場を紹介
する、といったことができる。

④町工場の情報展示
　工場の技術や工場で働く魅力について
紹介する展示。工場への就職を考えてい
る人に必要な情報はもちろん、食堂を訪
れた人がついでに見てみようかなと興味
をもってもらえるような、写真や絵をふん
だんに使ってデザインされた展示。

⑤プロジェクターを利用した講演会
　幅広いゲストを招いて講演会を開催。
工場の経営手法やIOTなどの技術につい
て、など工場向けのセミナーから、工場と
コラボレーションしたアーティストやクリ
エイターのトークショーなど、幅広いテー

マで幅広い客層をターゲットにする。ガラ
ス張りのファサードにより、通りから様子
が見えるので、工和会員はもちろん通りが
かりの地域住民や外部の人も自由に参加
できる。講演会のあとは、BARでお酒を飲
みながら談笑。

⑥大きなカウンターキッチン
　ランチタイムは定食をつくるキッチン
として、夜のBAR営業中や講演会開催時
はドリンクの提供カウンターとして。建物
の主役として大きなカウンターキッチン
を設けることで、通りから食を提供すると
いうことがわかり、みんながカウンターに
並んでいる様子が見えるので入りやすく
なる。

⑦打ち合わせテーブル
　工場どうしや工場とクリエイターや他
企業との打ち合わせに使う。駅から近い
ので外部のお客さんを呼びやすく、食事
をしたり飲み物を飲みながら気軽に打ち
合わせができる。

⑧BtoC製品展示・販売
　通常はBtoB製品をメインで製作してい
る工場が新たに開発したBtoC製品を展
示・販売する。通りがかりや食堂を利用す
る地域住民、Fablabのついでに立ち寄っ
たクリエイターなどの目にとまる。地域住
民はBtoC製品への興味をきっかけに町
工場に関心をもつ。クリエイターは自らの
コラボの可能性を考える。これを見た職
人が「自分も閑散期にかっこいいBtoC製
品を開発してみようかな」とモチベーショ
ンになるかもしれない。BtoC製品の開発
が、町工場の技術の発信に貢献する。

工和食堂　断面パース

　新田丸エリア（武蔵新田駅・下丸子
駅周辺）の工場が多く所属し、工場協
働の鍵を握る工和会協同組合の拠点、
工和会館。今回、この場所を１つのケー
ススタディとして、モノづくりのまち
における工場協働拠点のあり方を、「つ
ながる」「ひろがる」を軸に提案する。
　かつては、部材の加工に仲間回しが
不可欠であったために、工場の協働は
必須であった。しかし、仲間回しが行
われることが少なくなった現在、そし
て今後、工場の協働は必要なのだろう
か。本提案では工場の協働は今後も必
要であると捉えた。まず、深刻化して

いる工場の後継者不足問題や、廃業に
より技術が継承されない問題の改善に
は工場間のネットワークが有効であ
る。工場間ネットワークが強固であれ
ば、勤務先の工場での仕事が合わない
場合や、万が一その工場が経営不振に
陥ってしまった場合に、他工場を転職
先として斡旋できる。これにより、工
場へ就職することのハードルを下げる
ことが、後継者不足問題改善への一手
となる。また、個々の町工場で行うの
が難しい技術や情報の発信を、複数の
工場で協働して行うことで、「モノづ
くりのまち大田」全体としてのブラン

ド力向上が期待できる。さらに、依然
として工場による環境汚染を心配する
人が存在するため、地域住民の意見を
受け付け、理解を得るための窓口とし
ても組合が必要である。
　そこで、工場活性化の戦略本部であ
ると同時に、他工場の職人どうしや職
人と地域住民の交流拠点として、工和
食堂を提案する。提案にあたり、人々
御ゆるやかにつなぐしかけとして「食」
に注目する。工和食堂は、昼間は食堂、
夜間は BAR として、工場の職人が主
役でありながらも、外部に対して広く
開かれる。

なぜ今、工場の協働が必要なのか

　工和食堂における提案を、提案全体
のテーマである「つながる」「ひろがる」
を軸に説明する。

　工和食堂は既存の工場ネットワーク
を維持・向上し、工場を活性化させる
ための戦略本部となる。さらに、これ

までになかった、工場の職人とクリエ
イター、地域住民とのつながりを生む
しかけとして食を通じた交流拠点を提
供する。

　町工場の技術と様々な分野の技術・
アイデアが出会う機会や、地域住民が

町工場の技術について知る機会を生む
しかけを工和食堂に設ける。さらに、
町工場の技術や魅力を外部に対して発
信することで、よりクリエイティブな
モノづくりを推し進める。

「つながる」「ひろがる」

「食」を通じた交流拠点

　工和会やまちづくり組織などの会議
に使う場所。食事スペースに近接して
いるため、ミーティングの様子が食事
に訪れた人の視界に自然と入り、その
ことが町工場の取り組みやまちづくり
活動に興味をもつきっかけとなる。

　新田丸エリアの工場の情報を一元的
に管理し、工場活性化の戦略本部とな
る事務局。製品加工に関する相談を一
手に引き受け、各加工が得意な工場を
斡旋することで、「ものづくりで困っ
た時はとりあえず新田丸エリアへ」と
いうエリア全体としてのブランド力を
向上させる。また、現役を引退した職

人を技術指導者として工場に派遣する
業務を行い、技術伝承に貢献する。

　町工場で働く人の仕事環境や人間関
係に関するお悩み相談や、町工場への
就職を考えている人の就職相談を受け
る場所。食事席の一部で気軽に相談す
ることができる。

　町工場の技術や工場で働く魅力につ
いて紹介する展示コーナー。工場への
就職を考えている人はもちろん、食堂
を訪れた人が見てみたいと感じるよう
な内容の展示を行う。

　工場向けのセミナーからクリエイ
ターのトークショーまで、幅広いテー
マの講演会を開催する。ファサードが
ガラス張りであるため通りから講演会
の様子が見えやすく、地域住民などが
通りがかりので飛び入り参加するとい
うことが期待できる。

　ランチタイムは定食をつくるキッチ
ンとして、夜間の BAR 営業中や講演
会開催時はドリンクの提供カウンター
として使われる。建物の主役として大
きなキッチンを設けることで、初めて
訪れた人が「自分もお客さんとして
入っていいのだ」と感じることができ、
足を踏み入れやすくなる。

　工場と他工場、他企業、クリエイター
などとの打ち合わせに使う。各工場に

比べ工和食堂は駅から近く、外部から
見て場所がわかりやすいため待ち合わ
せ場所に使いやすい。また、食事をし
たり飲み物を飲みながら気軽な雰囲気
で打ち合わせができる。

　通常は BtoB 製品を中心に製作して
いる工場が新たに開発した BtoC 製
品を展示・販売する。BtoC 製品は
BtoB 製品に比べ、一般に興味を持っ
てもらいやすいため、これを展示する
ことが町工場について知ってもらう
きっかけとなる。また、Fab-lab を利
用したついでに食堂を訪れたクリエイ
ターに、工場とコラボレーションする
他、可能性について考えてもらえる
他、「あの工場の人が開発しているな
ら、自分も BtoC 製品を開発してみよ
う」と職人の BtoC 製品開発への動機
付けにつながる。

模型写真 (1)　工和食堂２階から１階を見る

模型写真 (2)　工和食堂１階縁側テラス席

模型写真 (3)　工和食堂１階トークショー会場

模型写真 (4) 前面道路から工和食堂内部を見る

①ミーティングスペース

②工和会事務局

⑤トークショー会場

⑥カウンターキッチン

⑦打ち合わせテーブル

③相談テーブル

④情報展示コーナー

⑧ BtoC 製品展示コーナー

「つながる」
「ひろがる」
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